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拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
た
。
学
生
ら
は
、
市
内
最

大
の
夏
祭
り
を
盛
り
上
げ
る

と
と
も
に
、
地
域
と
の
関
わ

り
を
深
め
た
。

　
硬
式
野
球
部
の
力
自
慢
た

ち
で
構
成
さ
れ
た
大
縄
引
き

チ
ー
ム
は
地
域
の
方
の
熱
い

声
援
を
受
け
、
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
を
順
調
に
勝
ち
進
ん
だ
。

決
勝
戦
で
も
抜
群
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
見
せ
、
見
事
優
勝

を
飾
っ
た
。

　
６
日
夜
に
は
花
火
大
会
が

あ
り
、
約
６
０
０
０
発
の
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
翌

日
は
早
朝
か
ら
多
く
の
学
生

や
教
職
員
が
集
ま
り
、
花
火

く
ず
な
ど
の
ご
み
拾
い
に
汗

を
流
し
た
。

　
ご
み
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
た
櫻
田
郭
人
さ
ん

（
理
工
１
・
宮
城
県
塩
釜
高
）

は
「
早
朝
か
ら
の
活
動
で
大

変
だ
っ
た
が
、

普
段
で
き
な

い
体
験
が
で

き
た
。
他
学

部
の
人
と
交

流
す
る
貴
重

な
機
会
に
も

な
り
、
来
年

も
参
加
し
た

い
と
思
う
」

と
感
想
を
語

っ
た
。

　
石
巻
市
の
夏
の
風
物
詩

「
第
99
回
石
巻
川
開
き
祭
り
」

が
８
月
６
、
７
日
に
３
年
ぶ

り
に
開
か
れ
、
多
く
の
人
出

で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
本
学
か
ら
は
学
生
や
教
職

員
延
べ
60
人
が
、
縄
張
神
社

奉
納
大
縄
引
き
大
会
や
ご
み

　
理
工
学
部
生
物
科
学
科
で

は
、
自
然
豊
か
な
石
巻
地
域

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
生
か
し
、

海
・
陸
の
生
き
物
や
そ
の
生

息
環
境
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
実
験
や
実
習
を
定
期
的

に
実
施
し
て
い
る
。

海
洋
生
物
学
実
習

　
海
洋
生
物
コ
ー
ス
の
３
年

次
生
23
人
は
８
月
30
日
〜
９

月
1
日
、
海
洋
観
測
や
生
物

採
集
の
基
礎
を
学
ぶ
「
海
洋

生
物
学
実
習
」
に
参
加
。
初

日
は
石
巻
市
の
大
指
漁
港
か

ら
海
に
出
て
、
採
水
や
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
採
集
な
ど
を
実

施
。
採
集
し
た
魚
や
動
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
は
本
学
実
験
室

に
持
ち
帰
り
、
顕
微
鏡
観
察

を
行
っ
た
。
２
日
目
は
南
三

陸
町
の
志
津
川
湾
折
立
干
潟

で
ベ
ン
ト
ス
（
底
生
生
物
）

を
調
査
、
最
終
日
は
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
得
た
観
測
デ

ー
タ
を
解
析
し
、
結
果
を
レ

ポ
ー
ト
に
ま
と
め
た
。

　
四
釜
愛
望
さ
ん（
３
年
次
・

福
島
県
原
町
高
）
は
、「
今
回

の
実
習
を
通
じ
て
、
生
物
の

分
布
や
量
の
調
査
に
興
味
を

持
っ
た
。
自
分
の
目
で
見
る

こ
と
で
、
生
物
の
多
様
性
に

つ
い
て
の
知
識
を
さ
ら
に
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
話

し
た
。

動
物
学
実
習

　
動
物
コ
ー
ス
の
３
年
次
生

21
人
は
８
月
31
日
、
石
巻
市

の
田
代
島
や
仁
斗
田
港
周
辺

で
「
動
物
学
実
習
」
に
取
り

組
ん
だ
。
田
代
島
は
１
０
０

匹
以
上
の
猫
が
暮
ら
す
「
猫

の
島
」
と
し
て
知
ら
れ
て
お

り
、
実
習
で
は
猫
の
観
察
を

通
じ
て
、
行
動
サ
ン
プ
リ
ン

グ
の
手
法
な
ど
を
学
ん
だ
。

　
大
槻
あ
や
か
さ
ん
（
３
年

次
・
山
形
県
米
沢
東
高
）

は
、「
短
時
間

の
活
動
だ
っ

た
が
集
中
力

が
必
要
で
、

動
物
観
察
の

大
変
さ
を
実

感
し
た
」
と

話
す
一
方
で
、

「
最
後
ま
で

楽
し
く
観
察

す
る
こ
と
が

で
き
た
」
と

初
め
て
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
振
り

返
っ
た
。
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最新の
情報は
大学HPで。
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経
営
学
部
情
報
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
科
の
夏
期
集
中
講
義

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー

チ
」
が
８
月
22
日
か
ら
25
日

ま
で
４
日
間
の
日
程
で
行
わ

れ
た
。

　
専
修
大
学
経
営
学
部
の
見

山
謙
一
郎
特
任
教
授
が
担
当

す
る
同
講
義
は
、
宮
城
県
農

山
漁
村
な
り
わ
い
課
と
連
携

し
、「
宮
城
県
農
山
漁
村
集
落

体
制
づ
く
り
支
援
事
業
」
の

一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

学
内
で
の
座
学
と
宮
城
県
登

米
市
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
踏
ま
え
て
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
を
つ
く
る
実
践

型
の
授
業
で
、
情
報
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
の
９
人
の
ほ

か
、
経
営
学
科
の
庄
子
真
岐

ゼ
ミ
や
専
大
経
営
学
部
の
学

生
も
参
加
し
た
。

　
座
学
で
は
、
宮
城
県
庁
職

員
な
ど
か
ら
中
山
間
地
域
に

お
け
る
農
業
の
実
態
や
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
学
生
た
ち
は
地
域
課

題
の
解
決
策
を
考
え
る
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
に
挑
戦
し
た
。

「
若
者
が
地
域
と
継
続
的
な

関
係
を
構
築
し
て
い
く
た
め

に
は
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

従
い
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

お
け
る
仮
説
の
立
案
に
取
り

組
ん
だ
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は

登
米
市
沢
田
地
区
を
訪
れ
、

名
産
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
や

棚
田
な
ど
中
山
間
地
域
農
業

の
現
場
を
視
察
。
地
区
の
代

表
を
務
め
る
阿
部
彰
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
座
学
で

立
て
た
仮
説
の
検
証
な
ど
を

行
っ
た
。
最
終
日
は
３
日
間

に
わ
た
る
学
修
や
調
査
を
踏

ま
え
、
沢
田
地
区
の
課
題
解

決
に
向
け
た
提
案
を
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
発
表
し
合
い
、
学

び
を
深
め
た
。

　
佐
藤
侑
哉
さ
ん（
２
年
次
・

宮
城
県
貞
山
高
）
は
「
入
学

以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
で
本
格
的

な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
他

学
科
や
専
大
生
を
交
え
た
今

回
の
集
中
講
義
か
ら
は
大
き

な
刺
激
を
受
け
た
」
と
振
り

返
っ
た
。
浅
野
め
ぐ
み
さ
ん

（
３
年
次
・
茨
城
県
常
磐
大

学
高
）
は
「
仲
間
た
ち
と
最

善
の
提
案
を
考
え
た
こ
と

で
、
地
域
お
こ
し
に
携
わ
り

た
い
と
い
う
夢
が
よ
り
現
実

的
に
な
っ
た
」
と
話
し
た
。

登
米
市
の
名
産
・
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
に
つ
い
て
阿
部
さ
ん
の
説
明

を
聞
く
学
生
た
ち

マーケティングプランの発表に対して

講評する見山特任教授（左）

　
人
間
学
部
人
間
教
育
学
科
の
３
年
次
科
目

「
保
育
内
容
（
環
境
）」で
は
、
保
育
領
域
の

一
つ
で
あ
る
「
環
境
」
に
つ
い
て
理
論
的
・

実
践
的
に
学
び
、
乳
幼
児
の
成
長
に
と
っ
て

望
ま
し
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な
知

識
や
技
能
の
習
得
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
７
月
29
日
の
授
業
で

は
、
５
月
に
キ
ャ
ン
パ
ス
敷
地
内
の
畑
に
植

え
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
収
穫
し
た
。
食
育
な
ど

を
目
的
に
幼
稚
園
や
保
育
所
で
広
く
行
わ
れ

て
い
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
保
育
に
お
け
る
自
然
環
境
や
栽
培
活
動

の
意
義
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
初
め
て
種
い
も
か
ら
育
て
た
と
い
う
遠
藤

里
香
さ
ん
（
宮
城
県
本
吉
響
高
）
は
、「
普
段

食
べ
て
い
る
野
菜
は
農
家
の
方
が
一
生
懸
命

育
て
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
」
と

感
想
を
述
べ
た
。

　
折
居
未
夢
さ
ん
（
宮
城
県
塩
釜
高
）
は
、

「
１
人
１
株
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
担
当
し
た
の

で
愛
情
を
持
っ
て
育
て
て
き
た
。
子
ど
も
の

目
線
に
な
り
な
が
ら
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
授
業
の
成
果
を
語
っ
た
。

　
こ
の
日
収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
１
年

次
科
目
「
子
ど
も
と
野
外
活
動
」
に
提
供
。

８
月
４
日
に
行
わ
れ
た
野
外
炊
さ
ん
の
方
法

を
学
ぶ
授
業
で
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
材
料
と

し
て
使
っ
た
。

自
分
た
ち
で
育
て
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
収
穫
し
た

人
間
教
育
学
科

ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
を
体
験

2022石鳳祭

猫の行動を観察し、メモを取る学生

採
水
器
を
使
っ
て
水
深
５
㍍
間
隔
で
船
上
か
ら
海
水
を
採
取

そろいのＴシャツを着て、河川敷で

ごみを拾う学生ら

情報マネジメント学科

登米市でフィールドワーク登米市でフィールドワーク
マーケティング手法を学ぶマーケティング手法を学ぶ

専
大
・
見
山
特
任
教
授
が
実
践
型
集
中
講
義

海と陸で生き物の海と陸で生き物の
生態と環境を調査生態と環境を調査

生物科学科

学
生
ら

学
生
ら
6060
人
が
地
域
貢
献

人
が
地
域
貢
献

石
巻
川
開
き
祭
り10月8日㊏・9日㊐

メーンテーマ
Precious Time

【主な企画】
・お笑いライブ、音楽ライブ(共に
入場無料)
・ゼミナールによる模
擬店や地場産品フェア
・マグロ解体ショー
� （10/9のみ）

力
強
く
大
縄
を
引
く
硬
式
野
球

部
の
メ
ン
バ
ー


